


(1)case1-C: 風上側の建物の風向に対して垂直に開口を

設けた場合、瞬時換気量積算値の平均※６は 0.455[m3/s]
であり、変動係数※７が 7.7[%] となり、変動は相対的

に小さくなる。

(2)case2-C:風向に対して平行に開口を設けた場合、瞬

時換気量積算値の平均は 0.190[m3/s] であり、case1-C
に比較して 60[%] 程度減少し、変動係数が 45.1[%] と

相対的に大きくなる。

(3)case1-D: 瞬時換気量積算値の平均は 0.162[m3/s] で

あり、風上側の建物Ｃの影響により、case1-C に比較し

て 65[%] 程度減少し、変動係数が 33.7[%] と相対的に

大きくなる。また、case1-C では見られない風下側開口

からの流入が見られる。

(4)case2-D:case2-C、case1-D と同様に、瞬時換気量積

算値の平均は 0.157[m3/s] であり、case1-C に比較して

65[%] 程度減少し、変動係数が 36.9[%] と相対的に大

きくなる。

3.2　風圧変動を考慮した換気量の比較：図５に各 case
における瞬時換気量積算値の平均と平均風圧係数差から算

出した換気量※８の比較を示す。case1 では、瞬時換気量積

算値の平均が平均風圧係数差から算出した換気量に比較

して 99 ～ 95[%] 程度に減少する。case2 では、平均風

圧係数差から算出した換気量に比較して、建物Ｃ、Ｅ

の瞬時換気量積算値の平均は減少するが、建物Ａ、Ｄ、

Ｆの瞬時換気量積算値の平均は 102 ～ 110[%] 程度に

増加する。また、建物Ｂの瞬時換気量積算値の平均は

210[%] 程度と大幅に増加する。

　壁面の平均風圧係数の差が大きい場合、風圧変動によ

る瞬時換気量と平均風圧係数差から算出した換気量の差

が小さい。壁面の平均風圧係数の差が小さい場合、風圧

変動による瞬時換気量と平均風圧係数差から算出した換

気量の差が大きい傾向がある。

4　まとめ

　開口を風向に対して垂直に設けた場合、瞬時換気量

積算値の平均は平均風圧係数差から算出した換気量に

比較して 99 ～ 95[%] 程度に減少する。開口を風向に対

して平行に設けた場合では、瞬時換気量積算値の平均は

平均風圧係数差から算出した換気量に比較して 102 ～

110[%]、最大で 210[%] 程度増加する。　

-0.5

-0.4

-0.3

-0.2

-0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

4 5 6 7 8 9 10

換
気
量

[m
³
/s
]

t[s]

瞬時換気量

瞬時換気量 瞬時換気量積算値(絶対値)の平均

瞬時換気量積算値(絶対値)の平均

-0.5

-0.4

-0.3

-0.2

-0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

4 5 6 7 8 9 10

換
気
量

[m
³
/s
]

t[s]

瞬時換気量 瞬時換気量積算値(絶対値)の平均

瞬時換気量
瞬時換気量積算値(絶対値)の平均

-0.5

-0.4

-0.3

-0.2

-0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

4 5 6 7 8 9 10

換
気
量

[m
³
/s
]

t[s]

瞬時換気量瞬時換気量積算値(絶対値)の平均

瞬時換気量 瞬時換気量積算値(絶対値)の平均

-0.5

-0.4

-0.3

-0.2

-0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

4 5 6 7 8 9 10

換
気
量

[m
³
/s
]

t[s]

瞬時換気量

瞬時換気量 瞬時換気量積算値(絶対値)の平均

瞬時換気量積算値(絶対値)の平均

0
0.05
0.1
0.15
0.2
0.25
0.3
0.35
0.4
0.45
0.5
0.55
0.6

case1-A case1-B case1-C case1-D case1-E case1-F case2-A case2-B case2-C case2-D case2-E case2-F

瞬時換気量積算値(絶対値)の平均[m3/s] 平均風圧係数差から算出した換気量(絶対値)[m3/s] 瞬時換気量の変動係数[％]

8.8

33.7

7.7

35.8

6.1

18.9

39.6

45.143.7

36.9

46.0
43.00.427

0.187

0.455

0.162

0.210
0.157

0.190
0.168

0.468

0.189

0.132

0.195

0.428

0.187

0.457

0.170
0.204

0.154

0.197

0.080

0.469

0.193

0.117

0.196

図５　各 case における瞬時換気量積算値の平均と平均風圧係数差から算出した換気量の比較 

図４　case1-C、D 及び case2-C、D における瞬時換気量と平均値

(b)case2-C(換気回路網モデル２、建物Ｃ)

(d)case2-D(換気回路網モデル２、建物Ｄ)
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注釈
※１　　LES 解析では風速、風圧の時間変動を解析することができる。
※２　　ドライバー領域とは、周期境界条件を用いて流入変動気流を計算するために、建物　
　　　　風上側に設けた領域である。
※３　　解析開始からの経過時間を t とし、計算開始後 t=0 ～ 4.0[s] まで流入変動気流作成　
　　　　のためのプレ解析とする。t=4.0 ～ 10.0[s] までの計 6.0[s] 間を本解析の結果とする。
※４　　各時刻において (1) 式で算出した基準動圧を用いて壁面静圧を除し、風圧係数を算　
　　　　出する。
※５　　LES で算出した瞬時風圧係数を基に COMIS を用いて各時刻ごとに算出した換気量とする。
※６　　瞬時換気量積算値の平均は各時刻の瞬時換気量の絶対値を積算し、平均したものである。
※７　　変動係数は瞬時換気量の絶対値の標準偏差を瞬時換気量積算値の平均で除し、百分率
　　　　で表す。
※８　　平均風圧係数差から算出した換気量は絶対値で表す。
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